
2026 年 4 月 9 日 

一般社団法人 J ミルク 

 

2026 年度Ｊミルク事業に関する事業協力者の募集について（2 回目） 

 

一般社団法人 J ミルク（以下、J ミルク）は、独立行政法人農畜産業振興機構が実施する「令和 8 年度

国産牛乳乳製品の需要拡大等事業」の一部事業を活用し、国産牛乳乳製品の需要拡大に向けた取り組

みを実施します。つきましては、当該事業を実施するにあたり、2026 年度の事業協力者を募集いたしま

す。本事業への協力を希望される方は、下記の要領にてご応募ください。 

 

記 

 

１．趣旨 

日本の牛乳乳製品を安定的に供給していく上で、飲用向け需要の低迷や乳製品需要のアンバランスな

ど、酪農乳業が抱える共通課題を解決するためには、国産牛乳乳製品の需要拡大を図っていくことが急務

となっています。そこで J ミルクは、全国の酪農乳業関係者による「牛乳でスマイルプロジェクト」のもとでの

業界一体的な国産牛乳乳製品の需要拡大活動を推進しているところであり、2026 年度においては、これ

をさらに深化させ、異業種とのコラボレーションによる活動の創出をはじめとする取り組みを積極的に進めて

まいります。 

 

２．対象事業  

〔別紙 1〕202６年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業（第 2 回） の通り 

 

３．応募資格 

本事業を実施する経験および能力を有し、業務および経理等に関して適切かつ効率的な管理体制を有

すること。 

 

４．応募手続き 

① 募集期間 

2026 年４月 9 日（木）～2６年４月 22 日（水）1７時まで 

② 応募方法等 

〔別紙 2〕「2026 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業に関する参加表明書」と、事業に関す

る企画提案書（以下「企画提案書」という。）を 1 部添付し、募集期間内に「応募・照会等窓口」へ電子メ

ールにてご提出くすること。 

③ その他 

応募に係る費用は一切支給しないものとする。 

 



５．企画提案書 

① 企画提案書は、以下の項目を記載すること。 

書類の様式は定めないが、A4 版 15 頁以内（表紙、会社概要、見積書、関連事業の実績、その他参考

となる資料は含まず）にまとめる。 

(1) 実施計画、実施方法および実施体制 

事業ごとの実施計画、内容、スケジュールを記述すること。 

また、社内の実施体制、責任者、必要に応じて主要なクリエーターおよびライター、パートナー会社 

等を明確にすること。 

企画提案にあたり、補助金適正使用の観点から、キャッシュバックキャンペーン等の消費者に直接 

金銭が還元される施策並びに各種 CM・イベントへのタレント出演費等は「補助対象外」となるので注 

意すること。 

※ただし、補助対象外費用が発生しない枠組みでの提案自体を妨げるものではありません。 

当該費用の扱いについて不明な点があれば、事務局に問い合わせください。 

(2) 事業に必要な経費およびその積算内訳（見積書・消費税込） 

企画費、管理費等については、その合理的根拠（例：企画および管理に必要な作業量やその単価 

等）を明確にすること。 

(3) 関連事業の実績 

事業ごとに類似する実績があれば記載すること。 

(4) その他参考となる資料 

 

② 提出された企画提案書は次の通り取り扱うこととする。 

・企画提案書は返却しない。 

・企画提案書は採点等、本事業にかかる事務手続き以外の目的に使用しない。 

 

６. 事業協力者の選定等  

① 一次審査 

提出された企画提案書について、選定委員による一次審査（書類審査）を行い、最終選定候補（最大

3 社）を決定する。 

なお、一次審査結果については、2026 年 4 月 24 日（金）までにすべての応募者に通知する。 

② 二次審査（プレゼンテーション） 

一次審査を通過した最終選定候補者について、下記日程にて企画提案書のプレゼンテーションを求め

る。 

〔開催日〕 2026 年 4 月 27 日（月） 

〔時 間〕 13:30～15:50 予定 各社持ち時間 30 分（質疑応答含む） 

〔会 場〕  一般社団法人 J ミルク会議室 （リモート対応可） 

③ 最終審査 

二次審査実施後、選定委員による最終審査を行い、事業協力者を決定。 



(1) 選定の基準 

企画評価及び価格評価を含めた総合評価とし、総合評価の最も高い者を選定する。 

(2) 最終選定結果の通知  

最終選考通過者に対し、2026 年 4 月 28 日(火)までに最終選定結果を通知する。 

 

７. 事業実施等 

事業実施内容は、企画提案内容を両者で協議のうえ決定する。実施期間は、契約締結日から 202７年

3 月末日までとする。 

 

８. 応募•照会等窓口 

・本事業の詳細に関するお問い合わせは、下記宛てにお願いします。 

・応募書類は、担当者 2 名へ電子メールにてご提出ください。 

 

〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台 2-1-20 御茶ノ水安田ビル 5 階 

一般社団法人 J ミルク コミュニケーショングループ 

鈴木浩子、ラフォリ裕子 

〔MAIL〕 milkday★j-milk.jp （★を＠に変更して送信してください） 

〔TEL〕  03-5577-7494 

  

以上 



2026 年 4 月 9 日 

2026 年度 J ミルク事業における第 2 回事業協力者関連事業 

事

業 

Ｎｏ 

実施項目 事業目的 実施内容 実施期間 主なターゲット 
訴求する 

主な価値 
企画・応募にあたっての留意点 

予算の上限 

(千円・税込) 

１ 

国産牛乳乳製品の

需要拡大に向けた

「牛乳でスマイルプ

ロジェクト」のもとで

の全国的な酪農乳

業関係者等による

活動促進と消費者

向けプロモーション

事業 

酪農乳業が安定的に

牛乳乳製品を供給し

続けるには、酪農家が

安心して生産を継続で

きるよう、安定した需要

の確保が不可欠であ

る。本事業では、全国

の酪農乳業関係者に

よる取り組みを「牛乳で

スマイルプロジェクト」の

一環として統一的に位

置付け、情報共有・可

視化・連携促進のため

の基盤整備を行うとと

もに、消費者へのプロ

ジェクトの認知向上お

よび酪農・国産乳製品

への理解醸成を図る

広報活動を展開する。 

本事業は、牛乳・乳製品の需要拡大に向け、「牛乳でスマイルプロジェクト」のもとで全国の酪

農乳業関係者が一体となった継続的かつ効果的な取り組みを推進することを目的とし、全国

の酪農乳業やプロジェクトメンバー（以下、関係者）による全国各地の活動を収集及びポータル

サイト（※）への掲載を中心とした可視化によって情報発信を向上させる。 

また、生産者、乳業者、販売事業者等による関係者間の連携を強化し、全国で実施されてい

る関係者による活動をつなぎ、面的に広がるような横の連携を図るとともに、異業種コラボレー

ションによる「利用シーン」や「利用方法」の拡充など、牛乳乳製品の需要拡大において実需に

結び付く支援としてマッチングを推進する。 

なお、ポータルサイトや SNS を活用した情報集約・発信機能の充実により、消費者に対して牛

乳・乳製品の価値や魅力を効果的に伝えるとともに、KPI 指標に基づく評価・分析と PDCA サイ

クルによる改善施策の策定を行うこと、また、関係者に導入を提案することで、実効性の高い

施策の横展開と定着を図り、需給課題の解決と持続的な需要創出につなげる。 

 

【参考】 

牛乳でスマイルプロジェクトについて 

https://smile.j-milk.jp/ 

 

(1) 牛乳でスマイルプロジェクト全体の企画・運営（戦略的展開） 

① 本プロジェクトの目的達成に向け、全国の関係者を巻き込んだ需要拡大活動を戦略的に

推進するプロジェクト事務局を運営。 

・ 関係者間の連携促進およびコラボレーションの企画提案やマッチングによる伴走支援 

・ 全国で実施されるイベント・キャンペーン等の活動について調査・管理しサイトへ掲載。AI

機能を活用した自動抽出など作業の効率化も図る仕組みも構築。 

・ 本プロジェクトに参画する関係者の拡大および登録・管理等 

・ 関係者の活動における共通ロゴ・SNS ハッシュタグの活用促進施策の立案と展開 

・ 「牛乳の日・牛乳月間」や学校の休み期間の不需要期などにおいて共通テーマの下で集

中的に行う取組の推進  

・ 上記の戦略立案および PDCA サイクルによる改善運用  

② KPI 評価・分析 

活動の可視化と改善につなげるため、KPI に基づく調査・分析を実施する。 

・ KPI 指標の設定および進捗管理  

・ 関係者への調査による活動実態および事例の収集  

・ データ分析による効果検証  

・ 優良事例の抽出および横展開の提案 

 

5～3 月 

酪農乳業関

係者、牛乳で

スマイルプロ

ジェクトメンバ

ー、消費者 

・酪農乳業界が

一体となって推

進する取り組み

の可視化と、関

係者間の連携強

化による牛乳・乳

製品の新たな利

用場面やコラボ

商品の創出につ

ながる提案 

・「牛乳でスマイ

ルプロジェクト」が

持つ社会的意義

や参加価値を広

く発信し、生活者

との共感・信頼を

育むこと 

(1)全国規模のプロジェクトにおいて、企

画立案から実施、運営管理まで一体

的に遂行できる体制・実績を有するこ

と。多様な関係者（生産者、企業、団

体等）との連携・調整およびマッチング

支援を円滑に行え、戦略立案および

PDCA サイクルに基づく事業改善を実

行できる能力を有すること 

(2)KPI に基づく調査設計、データ収集

および分析を実施できること 

(3)全国の活動事例の収集・評価を行

い、改善提案につなげられる能力を有

し、優良事例の抽出および効果的な発

信とともに、全国規模の表彰制度の企

画・運営実績を有し、募集、審査、報

告会等を含む一連の運営を適切に実

施できること。 

(4)ポータルサイトの企画・運営、機能

改善およびコンテンツ拡充を実施でき

ること。 

(5)AI 等を活用した情報処理・機械学

習・マッチング機能の開発および実装

に関する知見・実績を有すること。 

(6)事務局機能を担い、関係者支援

（伴走支援、問い合わせ対応、登録管

理等）を継続的に実施できる体制を有

すること。 

(7)メディアプロモートや Web 広告およ

び SNS（X、Instagram 等）を活用した効

果的なプロモーションの企画・実施能

力を有すること 

(8)共通ロゴやハッシュタグ、J ミルクや

関係団体の既存コンテンツ等を活用し

た統一的な情報発信の推進ができるこ

80,000 

別紙 1 



(２) ポータルサイトの企画・運営および機能強化 

① 業界の需要拡大活動のプラットフォームとしてのポータルサイトの機能拡充と利便性向上 

・ 消費者により伝わりやすいサイト構造や情報カテゴリー等の改善（イベント・ニュース情報

へのアクセス、表示方法等）  

・ 消費者・関係者それぞれによるサイト情報を活用促進する新規機能追加および既存機

能の改善  

・ 関係者情報登録・更新を含めた継続的な運用管理  

・ AI 活用による情報集約・関係者間のマッチング機能の強化 

・ 全国の活動情報の収集・整理を行う情報処理プログラムの開発 

・ 上記に関連した情報をポータルサイトへ掲載・更新 

 

② Web コンテンツ企画・制作および SNS 運用 

・ 消費者接点の強化に向け、魅力的なコンテンツ開発と発信。 

・ 季節や需給課題への対応として、「牛乳の日・牛乳月間」、季節（夏、冬、春などの長期

休暇期間等）に応じた特集ページの企画・制作。  

・ 全国で開催される牛乳乳製品の料理コンクールなどの活動や、価値情報、レシピ等の各

種情報等からの分類により関係者が活用しやすいコンテンツ開発と発信 。 

・ 公式 SNS アカウントの投稿企画、コンテンツ制作、関係者アカウントとの連携施策の企画

や実施 

 

（3） プロモーションの実施 

需要喚起を図るため、メディアへの PR 活動やデジタルメディアを中心としたサイト情報の活用

につなげる効果的な情報発信と必要に応じて支援ツールの整備を行う。 

・ メディア広報活動としてメディアリレーションズの具体的な施策について企画・実施 

・ Web 広告等を活用したプロモーションの企画・実施  

・ 必要に応じて関係者が活用可能な広報ツール（素材、テンプレート等）の開発・提供  

・ ポータルサイトと連動した情報発信施策の企画・実施 

・ 成果を上げた取り組みの抽出による優良事例報告会・表彰式の企画・運営 

 

【参考】 

「牛乳でスマイルプロジェクト」ポータルサイト 

https://smile.j-milk.jp/ 

Ｘ・Instagram 公式アカウント 

https://x.com/milksmile_pj 

https://www.instagram.com/milksmile_pj/ 
 
 
 
 
 

と。消費者に分かりやすく訴求するコン

テンツ企画・制作能力を有すること。 



２ 

「牛乳でスマイルプ

ロジェクト」のもとで

の消費者向けイベ

ントの実施 

国産牛乳・乳製品の需

要拡大に向け、「牛乳

でスマイルプロジェクト」

メンバーをはじめとする

全国の酪農乳業関係

者同士による活動での

横の連携や異業種も

含めてコラボレーション

を一体的に促進。 

全国の酪農乳業関係者が一体となって国産牛乳・乳製品の社会的な価値や魅力を高め、全

国各地での関係者による需要拡大に向けた活動を展開していく上で１（１）②のプロモーション

に加えて PR イベントとして行う、「牛乳でスマイルプロジェクト」に参加するメンバー（以下、「本

プロジェクトメンバー」）との連携において企画・出展者募集・集客・運営・広報を一貫して行う。 

実施にあたっては、東京都内の会場で 2026 年 10 月の土日・祝日のうち 1 日開催で行うも

のとし、子どもとその保護者、若年者層を中心とし、幅広い対象を中心に約 3 万人の生活者を

動員して実施。雨天時にも実施できる会場も候補として提案する。 

また、本イベントを開催するにあたっては、全国各地の生産者、乳業者、牛乳販売店等の酪農

乳業関係者によるイベントへのかかわりを通して横の連携を強化する内容とするほか、業界関

係者以外の本プロジェクトメンバー（食品・飲料、小売・流通、外食・中食等の企業・団体ほか、

自治体・教育機関など）とのコラボレーションによる、新たな牛乳乳製品の利用シーン拡充や

利用方法の提案なども含めたイベント企画とする。 

その際に、牛乳の不需要期（冬期）における消費拡大活動の起点となる位置づけも付与しつ

つ、異業種とのコラボ企画を含め、全国各地の牛乳乳製品の価値や魅力を体感でき、子ども

への食育を踏まえた親子向けの体験的な学びや、若年層などが楽しみながら牛乳乳製品の

新たな価値や魅力の発見を促すなど、幅広い世代の来場者にイベント参画意欲を持たせるよ

うなイベントコンセプトのイメージを工夫して実施する。 

また、イベントのメディア露出や SNS 等を活用した広報・PR 活動も展開し、イベント参加者・来

場者だけでなく、全国の関係者による取り組みでも活用できる汎用性をもち、より広範な生活

者層への波及効果を図る。 

業務は、イベント企画、運営事務局、集客、会場の借上及びブース等設置、使用ツール制作

及び印刷、広告宣伝などの広報活動。 

 

【参考】 

牛乳でスマイルプロジェクトについて 

https://smile.j-milk.jp/ 

牛乳でスマイルプロジェクトの参加メンバー 

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/gyunyu/lin/project_member.html 

牛乳でスマイルプロジェクト ミルクフェス in 豊洲 2025 

https://milkfes2025.jp/ 

5～3 月 

子どもとその

保護者層、若

年者層を中

心に幅広い世

代の生活者 

社会課題や消費

ニーズも踏まえた

牛乳・乳製品や

酪農乳業の多様

な価値 

(1)本事業は、牛乳・乳製品の魅力発

信と需要拡大を目的としたイベントの企

画・運営を総合的に実施するものであ

る。計画・準備段階から、生産者や乳

業者、販売店、本プロジェクトメンバー

へのヒアリングの場を設け、現場の声を

反映した企画とする。 

(2)イベントの基本計画では、企画コン

セプトや実施方針をはじめ、会場構成、

ゾーニング、動線、進行、広報、運営・

危機管理体制等を体系的に整理し、

来場者に魅力が伝わるストーリー性の

ある内容とする。イベントは「牛乳でスマ

イルプロジェクト」メンバーのブース出展

を中心に、業界内外の連携やコラボレ

ーションを促進し、出展者の参画意欲

を高める設計とすること。 

(3)会場設計はレイアウトや装飾、サイ

ン、受付、展示、休憩スペース、冷蔵

冷凍設備等を適切に設計し、制作から

設営・撤去まで一体的に対応する。安

全性と回遊性に配慮した分かりやすい

空間とし、SNS 拡散を意識した仕掛け

により情報発信効果を高めること。 

(4)主催者の指示のもと、出展者や関

係機関との調整、出展要項や運営マニ

ュアルの作成・共有を行うとともに、広

報計画に基づき各種制作物の作成・

発信を主導する。 

(5)当日は受付や誘導、混雑対策、進

行管理等を担い、安全対策を徹底した

運営体制を構築する。実施後は来場

者動向や記録・分析を行い、課題と改

善提案を含む報告書を作成する。 

(6)共通ロゴやハッシュタグ、J ミルクや

関係団体の既存コンテンツ等を活用し

た情報発信の推進ができ、消費者に分

かりやすく訴求するコンテンツ企画・制

作能力を有すること。 

30,000 

 



別紙 2 

2026 年 4 月  日 

一般社団法人 J ミルク 専務理事 殿 

住所 

商号または名称 

代表者氏名 

 

2026 年度 J ミルク事業における事業協力者関連事業に関する参加表明書 

 

標記、事業に係る企画提案書を下記の通り提出します。 

記 

応募事業 応募する事業に○を記入。 

応募事業 

(○を記入) 
No 実施項目 

 1 
国産牛乳乳製品の需要拡大に向けた「牛乳でスマイルプロジェクト」のもとでの

全国的な酪農乳業関係者等による活動促進と消費者向けプロモーション事業 

 2 「牛乳でスマイルプロジェクト」のもとでの消費者向けイベントの実施 

   

   

 

添付書類：企画提案書 1 部 

 

【連絡先・担当者】 

氏名（ふりがな）  

所属・役職  

電話番号  

E-mail  

以上 
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